
平成２９年９月１日 

 

 

厚生保健委員会 

 

健康福祉部健康増進課 

 

 

「浜松市歯科口腔保健推進計画」の中間評価について 
 

１ 趣 旨 

・策定から 4年間の歯と口の健康づくり活動の状況や数値指標の達成度を把握・評価する。 

・取り組みや課題を踏まえ、後期のプランを作成する。 

 

２ 方 法 

・各種健康診査データ 

・健康増進計画等の評価における健康調査報告書（H28年度） 

 

３ 評価結果（達成：◎ 改善：○ 悪化：▲ ） 

区分 年齢 指標数 ◎ 〇 ▲ 

1 妊娠期・乳幼児期 0歳～6歳 5 4 1 0 

2 学齢期 7歳～19歳 5 4 1 0 

3 成人期 20歳～64歳 8 2 2 4 

4 高齢期 65歳以上 4 1 1 2 

5 障がい者の歯科 全年齢 1 0 1 0 

計  23 11 6 6 

 

４ 課 題 

・妊娠期、乳幼児期及び学齢期の指標は改善を示しているが、成人期と高齢期の指標は悪化も多い。 

・全県に比べ 3歳児歯科健診の受診率が低く、全国に比べ歯周病の罹患率が高い。 

・地域包括ケアシステムの構築において歯科保健医療対策の重要性が高まっている。 

 

５ 後期プランの方向性  

（１）口腔機能に着目した口腔成育の推進 

・幼児歯科健康診査の受診率向上 

・栄養士等と連携した食べ方の機能発達面からの子育て支援 

（２）働きざかりの世代に対する企業と連携した歯周病対策の推進 

・歯周病検診 対象年齢拡充（40歳以上→30歳以上） 

・企業等における健康づくりの取り組み支援（歯周病対策の推進） 

（３）歯と口の機能低下を予防する対策の推進 

・歯科訪問診査等の周知 

・歯科専門職以外の介護職員への口腔ケアの重要性の周知 

 

６ 分野別指標について 

  別紙のとおり 

 

７ 今後の予定 

・第 2回歯科保健推進会議   平成 30年 2月     

・厚生保健委員会       平成 30年 3月      

・後期プラン施行       平成 30年 4月      


